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【 

二
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
四
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

埼
玉
県
（
古
河
）
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー 

田
口
初
枝
（
シ
ュ
ー
ズ
サ
ロ
ン
タ
グ
チ
） 

テ
ー
マ
『
夫
婦
愛
和
』 

・
十
一
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

新
宿
区
四
谷
倫
理
法
人
会 

事
務
長 

藤
間 

浩
菊 (

日
本
舞
踊
師
範
・ 

女
優
・
藤
間
浩
菊
事
務
所) 

 

テ
ー
マ
『
新
・
世
界
に
誇
る
日
本
の
美
』 

・
十
八
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

足
立
区
倫
理
法
人
会 

会
長 

 

森
山 

い
さ
子
（
㈲
シ
ャ
ル
レ
森
山
） 

テ
ー
マ
『
親
の
恩 

反
始
慎
終
』 

・
二
十
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

倫
理
経
営
上
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

 

澤 

秀
一
郎
（
澤
矯
正
歯
科
医
院
） 

テ
ー
マ
『
今
、
社
会
で
期
待
さ
れ
る 

人
物
像
』 

会
場
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

二
月
か
ら
Ｍ
Ｓ
の
会
場
は
「
ら
ぽ
ー
れ
」

に
戻
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。 

《
一
月
七
日
の
М
Ｓ
》 

本
年
最
初
の
Ｍ
Ｓ
は
、
中
村

会
長
が
丸
山
理
事
長
の
「
新
年
の
挨
拶
」
を
代
読
し
た
後

に
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
「
新
年
の
抱
負
・
今
年
の
決
意
」

を
語
る
、
会
員
ス
ピ
ー
チ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
事
長
「
新
年
の
挨
拶
」
要
旨
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
万
社
達
成
に
向
け
普
及 

◆ 

幹
部
研
修 

・
二
十
四
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

 

講
師 

澤 

秀
一
郎
（
詳
細
は
前
述
） 

テ
ー
マ
『
恩
師
を
慕
う
心
』 

 

会
場
：
南
越
谷
一
丁
目
自
治
会
館 

今
井 

昇
：
人
生
い
ろ
い
ろ
。
人
生
七
転
び
八
起
き
。 

北
原
京
子
：
笑
っ
て
笑
っ
て
。
即
効
の
実
践
。 

米
山
照
子
：
主
人
の
ボ
ー
ル
を
全
て
笑
顔
で
受
け
る
。 

浅
野
す
み
子
：
感
謝
の
気
持
ち
。
役
員
朝
礼
に
参
加
。 

雨
谷 

大
：
自
分
の
身
体
に
感
謝
し
労
わ
る
。 

伊
東
正
文
：
ト
イ
レ
の
神
様
。
う
す
し
ま
明
王
様
。 

浦
野
多
江
子
：
ワ
ク
ワ
ク
・
ウ
キ
ウ
キ
・
暖
か
な
気
持
ち
。

宮
川
幽
香
：
心
身
の
健
康
、
他
人
に
優
し
い
自
分
。 

中
村
道
明
：
「
喜
働
」
そ
し
て
「
感
謝
」
の
実
践
。 

渡
辺
二
郎
：
法
人
会
に
入
会
。
人
の
喜
び
我
が
喜
び
。 

原
田
秀
一
：
親
孝
行
、
そ
し
て
墓
参
り
の
実
践
。 

本
日
の
出
席
は
、
二
十
五
社
、
ニ
十
九
名
で
し
た
。
感
謝
。

         「
新
年
会
「
盛
大
に
開
催 

 

七
日
の
夜
は
「
ら
ぽ
ー
れ
」 

 

を
会
場
に
、
米
山
親
睦
委
員 

長
の
司
会
の
下
、
挨
拶
あ
り
、 

 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
あ
り
の
、
楽 

し
い
宴
が
開
催
さ
れ
、
心
を 

 

一
つ
に
倫
理
経
営
講
演
会
の 

 

成
功
を
誓
う
。
皆
様
に
感
謝
。 

 
新年会、笑顔のフィナーレ 新年会、粟屋副会長の音頭で乾杯

ＭＳ終了後の記念撮影 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

拡
大
中
で
す
。
厳
し
い
状
況
の

中
「
苦
難
は
幸
福
の
門
」
と 

捉
え
、
ま
た
「
人
事
を
尽
く
し

て
天
命
を
待
つ
」
こ
と
を
実
践

し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
指
導
を
頂
戴
至
し
ま
し
た
。

会
員
ス
ピ
ー
チ
（
発
表
者
順
に
掲
載
、
敬
称
略
） 

原
田
慎
也
：
妻
と
仲
良
く
。
父
と
の
関
係
修
復
。 

小
泉
真
一
：
何
事
に
も
挑
戦
。
元
気
な
挨
拶
。 

永
野
洋
志
：
気
付
い
た
こ
と
を
直
ぐ
や
る
。
自
然
体
。

渡
辺
秀
雄
：
自
分
に
厳
し
く
、
他
人
に
は
優
し
く
。 

関
根
隆
弘
：
人
生
、
全
て
挑
戦
。
信
念
を
貫
き
通
す
。

河
野
武
彦
：
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
会
長
を
目
指
す
。 

太
陽 

昇
：
普
及
の
鬼
に
な
っ
て
頑
張
る
。 

鈴
木
康
修
：
新
し
い
仕
事
の
基
盤
づ
く
り
に
頑
張
る
。

猪
狩
豊
次
：
感
謝
の
気
持
ち
を
念
頭
に
行
動
す
る
。 

小
野
光
洋
：
水
道
技
術
、
日
本
一
を
目
指
す
。 

長
沼
政
人
：
様
々
な
事
を
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
。

木
村
真
弓
：
朝
礼
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
を
目
指
す
。 

仲 

文
成
：
明
る
く
・
楽
し
く
・
前
向
き
に
。 

粟
屋
慎
治
：
肉
体
改
造
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
。 

小
野
沢
利
貢
：
原
点
に
帰
り
、
勉
強
の
し
直
し
。 

飯
田 

剛
：
感
謝
の
心
を
膨
ら
ま
せ
る
。 

 

会長が「新年の挨拶」代読 
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《
一
月
十
四
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

三
郷
市
倫
理
法
人
会
会
長

の
岩
井
一
夫
氏
（
㈱
三
共
テ
ク
ノ
）
を
講
師
に
お
招
き

し
、
『
倫
理
体
験
途
中
で
す
』
を
テ
ー
マ
に
「
人
と
会

う
の
が
好
き
で
し
た
。
息
子
と
衝
突
し
、
初
め
て
手
を

上
げ
て
し
ま
い
、
そ
し
た
ら
息
子
が
出
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
。
後
継
者
の
い
る
人
が
羨
ま
し
い
。
毎
週
四
回
位

Ｍ
Ｓ
に
出
席
し
て
い
る
。
倫
理
の
仲
間
に
は
、
舞
踊
や

お
琴
や
鼓
な
ど
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
才
能
を
身
に
つ

け
て
い
る
方
が
多
い
。
」
ま
た
「
二
代
目
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
後
継
者
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、
普
及
に
役
立
っ
て

い
る
。
若
い
人
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
息
子
が
戻
っ

た
ら
是
非
報
告
し
た
い
、
現
在
は
倫
理
体
験
途
中
で

す
。
」
と
誠
実
感
溢
れ
る
素
直
な
体
験
報
告
に
深
謝
。

 

  

岩井氏所有の血統書付きレース鳩

八千代市で生まれた講師の岩井氏

 

《
中
村
猛
会
長
の
挨
拶
》 

倫
理
経
営
講
演
会
が 

 

満
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
、
体
温
が
上
が

り
ぱ
な
し
で
す
。
ま
た
松
丸
靖
氏
か
ら
の
年
賀
状
を

紹
介
し
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
中
で
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会員スピーチの原田秀一幹事 

本
日
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
は
原
田
秀
一
幹
事
（
越
谷
市
議
会
議
員
）
。

①
「
越
り
ん
」
を
手
に
持
ち
な
が
ら
、
「
越
り
ん
」
担
当
者
と
し
て

「
我
が
社
・
私
の
自
慢
」
コ
ー
ナ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
取
材
に
行
き
ま
す
と 

 

情
報
提
供
を
依
頼
。
ま
た
愛
読
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
に
感
謝
。

②
親
と
同
居
し
親
孝
行
す
る
事
と
墓
参
り
の
実
践
の
決
意
を
語
る
。 

《
一
月
ニ
十
一
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

草
加
市
倫
理
法
人
会
の

白
井
義
臣
幹
事
（
㈱
岡
田
運
輸
セ
ン
タ
ー
長
）
を
講
師
に

お
招
き
し
『
二
匹
と
二
人
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
頂
き 

ま
し
た
。
中
村
猛
会
長
か
ら
は
、
会
長
挨
拶
の
中
で
、「
後

継
者
倫
理
塾
七
期
生
で
あ
り
、
そ
の
終
了
式
に
参
加
し
た

折
に
感
動
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
り
、
涙
し
ま
し
た
」

と
、
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
に
自
己
紹
介
の
中
で
、

出
身
地
が
東
京
都
大
島
町
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
義
臣
」

と
い
う
名
前
の
由
来
は
「
正
義
を
貫
く
男
。
日
本
の
リ
ー

ダ
ー
（
大
臣
）
を
目
指
し
て
欲
し
い
、
そ
う
い
う
親
の
思

い
、
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
。
」
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
倫
理
と
出
会
い
、
最
初
の
Ｍ
Ｓ
に
参
加

し
た
時
に
、
「
こ
れ
は
楽
し
い
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
。
」 

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
本
題
に
入
り
、
二
人
の
友
人
と
の

別
れ
、
二
匹
の
犬
と
の
出
会
い
、
命
の
尊
さ
や
大
切
さ
に

つ
い
て
、
白
井
講
師
の
誠
実
で
優
し
い
心
情
が
伝
わ
る
、

素
晴
ら
し
い
講
話
で
し
た
。白
井
氏
の
初
講
話
と
い
う
こ

と
で
、
草
加
市
倫
理
法
人
会
の
多
く
の
お
仲
間
を
始
め
、

三
十
四
社
、
四
十
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「万人幸福の栞」輪読の様子

講師の白井義臣氏 

講師の池田成希氏 

《
十
二
月
ニ
十
四
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

二
十
二
年
最
後
の
Ｍ
Ｓ
は
、 

吉
川
松
伏
倫
理
法
人
会
、
専
任
幹
事
の
池
田
成
希
氏
（
ニ
ュ
ー 

ス
キ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
人
生
の
岐
路
に

倫
理
あ
り
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、「
今
年
Ｍ
Ｓ
に
百
九
十
七
回
出
席
さ
れ
た
こ
と
。
お
陰
様
で
、

元
気
が
回
復
し
た
こ
と
。
大
自
然
の
法
則
に
気
付
い
た
こ
と
。 

日
常
の
事
で
も
気
付
き
が
多
く
な
っ
た
こ
と
。
器
を
大
き
く
す

る
ヒ
ン
ト
が
沢
山
あ
る
こ
と
。
」
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

レ
ジ
メ
に
は
、「
倫
理
に
出
会
っ
て
か
ら
気
付
い
た
事
」
と
し
て 

●
発
想
を
転
換
す
る
柔
軟
性
が
人
生
を
切
り
開
い
て
行
く
。
● 

今
を
生
か
す
！
今
に
集
中
す
る
。
●
自
分
の
成
長
に
応
じ
た
人 

生
が
手
に
入
る
。
●
固
定
観
念
が
人
生
を
最
も
小
さ
く
す
る
。 

●
言
わ
な
い
で
悩
む
よ
り
、
言
っ
て
か
ら
悩
み
反
省
す
る
。
等
、

素
晴
ら
し
い
体
験
報
告
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
深
謝
。 
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